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田中康夫の

90

「
サ
ン
ト
リ
ー
の
Ｃ
Ｍ
に
起
用
さ
れ
て

い
る
タ
レ
ン
ト
は
ど
う
い
う
わ
け
か
ほ

ぼ
全
員
が
コ
リ
ア
ン
系
の
日
本
人
で
す
。

そ
の
た
め
ネ
ッ
ト
で
は
チ
ョ
ン
ト
リ
ー

と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
Ｄ
Ｈ

章
は
、「
２
０
２
０
年
11
月 

株
式
会
社

デ
ィ
ー
エ
イ
チ
シ
ー
代
表
取
締
役
会

長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
吉
田
嘉
明
」
と
明
記
。

　

１
９
７
２
年
に
委
託
翻
訳
業
務
を
開

始
。
大
学
翻
訳
セ
ン
タ
ー
の
頭
文
字
を

社
名
と
し
た
Ｄ
Ｈ
Ｃ
。
直
営
店
・
コ
ン

ビ
ニ
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
、
全
国
７

万
軒
以
上
が
商
品
を
扱
う
売
上
高
１
０

０
０
億
円
の
非
上
場
企
業
で
す
。
創
業

経
営
者
は
、
帰
化
人
を
通
じ
て
文
禄
・

慶
長
の
役
以
前
か
ら
作
陶
技
術
が
伝
播

し
た
朝
鮮
半
島
と
の
交
易
港
、
唐
津
焼

で
知
ら
れ
る
唐
津
市
出
身
の
御
仁
。

　

共
同
通
信
社
は
12
月
16
日
に
報
道
。

が
、「
専
門
家
」
の
「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
そ
の
も
の
」
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
す
る

一
方
、「
競
合
他
社
」
と
曖
昧
な
表
記

に
留
め
、
見
出
し
も
「
ヘ
イ
ト
発
言

か
」
と
半
身
姿
勢
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
即
刻

「
炎
上
」
し
ま
す
。
す
る
と
「
反
戦
反

核
反
差
別
の
立
場
で
取
材
・
執
筆
」
と

ア
カ
ウ
ン
ト
紹
介
文
で
〝
リ
キ
る
〞

「
共
同
通
信
ヘ
イ
ト
問
題
取
材
班
」
が

「
忖ヘ
タ
レ度
」
そ
の
も
の
な
「
釈き
べ
ん明
」
ツ
イ

ー
ト
で
再
炎
上
。

「『
Ｄ
Ｈ
Ｃ
会
長
、
ヘ
イ
ト
発
言
か
』

の
『
か
』
に
ご
批
判
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｄ
Ｈ
Ｃ
に
取
材
し
て
い
ま
す
が
、

会
長
が
書
い
た
の
か
ど
う
か
確
認
が
取

れ
な
い
た
め
、
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

記
事
本
文
で
こ
の
文
章
を
差
別
だ
と
認

定
し
て
い
る
通
り
、
ヘ
イ
ト
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
『
か
』
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
意
見
を
受
け
今
後
精
進
し
ま
す
」。

　

総
合
的
・
俯
瞰
的
に
２
０
２
０
年
を

振
り
返
る
の
に
相
応
し
き
〝
ご
飯
論

法
〞
そ
の
も
の
。「
ヘ
イ
ト
＆
フ
ェ
イ

ク
満
載
な
『
真
相
深
入
り
！
虎
ノ
門
ニ

ュ
ー
ス
』
の
Ｄ
Ｈ
Ｃ
テ
レ
ビ
っ
て
共
同

通
信
会
館
に
あ
る
ん
で
す
よ
ね　

あ
〜
、

そ
う
で
す
か
」。
市し
せ
い井
の
臣し
ん

が
鋭
い
突

っ
込
み
を
入
れ
た
の
も
宜む
べ

な
る
哉か
な

。

　

一
般
社
団
法
人
共
同
通
信
社
で
編
集

主
幹
、
統
合
編
集
本
部
長
も
兼
務
の
水

谷
亨
社
長
は
「
忖
度
」
す
べ
き
取ク
ラ
イ
ア
ン
ト

引
先

の
優
先
順
位
を
間
違
え
て
い
ま
す
。
日

本
経
済
団
体
連
合
会
審
議
員
会
副
議
長
、

内
閣
府
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
の
新

浪
剛
史
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
社
長
が
被
っ
た
事
実
無

根
な
風
評
被
害
よ
り
も
「
一
介
」
の
店

子
の
面め
ん
つ子
を
慮
っ
た
の
で
す
か
ら
。

　

而し
か

も
驚
く
勿
れ
、
政
治
・
経
済
・
国

際
・
社
会
・
文
化
の
「
濃デ
ィ
ー
プ密
な
情ネ

タ報
」

を
得
る
べ
く
小
生
が
健け
な
げ気
に
律
儀
に
開

設
時
か
ら
月
額
２
万
２
千
円
も
投
じ
続

け
る
共
同
通
信
ｅ
│
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
会
員
制

サ
イ
ト
は
Ｄ
Ｈ
Ｃ
妄
言
事
件
を
無
視
。

「
忖
度
」
と
い
う
名
の
黙
殺
は
「
誤
送

船
団
・
記
者
ク
ラ
ブ
」
加
盟
Ｔ
Ｖ
各
局

と
て
同
様
。
朝
日
・
毎
日
そ
し
て
東
京

が
サ
ン
ト
リ
ー
の
企
業
名
を
記
し
て
Ｄ

Ｈ
Ｃ
の
暴
挙
を
断
じ
た
一
方
、
読
売
、

日
経
、
産
経
は
沈
黙
。
大
き
く
報
じ
た

Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
始
め
と
す
る
国
外
メ
デ
ィ
ア

と
の
彼
我
の
違
い
を
又
し
て
も
痛
感
し

ま
す
。

「
仙
台
遷
都
な
ど
阿
呆
な
事
を
考
え
て

る
人
が
居
る
そ
う
や
け
ど
…
東
北
は
熊く
ま

襲そ

の
産
地
。文
化
程
度
も
極
め
て
低
い
」。

首
都
機
能
移
転
問
題
に
関
し
て
１
９
８

８
年
２
月
、
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
の

佐
治
敬
三
サ
ン
ト
リ
ー
社
長
が
Ｔ
Ｂ
Ｓ

系
列
「
Ｊ
Ｎ
Ｎ
報
道
特
集
」
で
語
っ
た

「
差ヘ

イ

ト

別
発
言
」
は
、
東
北
地
方
を
中
心

に
不
買
運
動
へ
と
発
展
。
新
聞
も
Ｔ
Ｖ

も
サ
ン
ト
リ
ー
「
メ
セ
ナ
」
活
動
と
の

落
差
を
大
々
的
に
報
じ
、
彼
自
ら
東
北

各
県
に
お
詫
び
行
脚
を
行
い
ま
す
。

　

処な
ん
ク
リ

女
作
刊
行
直
後
、
最
初
に
対
談
し

た
経
済
人
が
佐
治
氏
で
し
た
。
後
に
フ

ラ
ン
ス
・
ボ
ル
ド
ー
地
方
へ
ご
一
緒
し

た
際
、
文
化
芸
術
を
語
っ
て
い
た
筈
の

自
分
を
深
く
自
省
す
る
痛
恨
の
出
来
事

だ
っ
た
と
述
懐
さ
れ
た
の
を
思
い
出
し

ま
す
。
別
称
「
ホ
ラ
の
モ
ン
Ｔ
Ｖ
」

常ひ
ゃ
く
た
な
お
き

連
出
演
者
の
書
名
『
カ
エ
ル
の
楽

園
』
な
ら
ぬ
『
ヘ
イ
ト
の
楽
園
』
を
、

政
治
も
報
道
も
国
民
も
糾
し
も
し
な
い

嗚
呼
令
和
ニ
ッ
ポ
ン
よ
。

Ｃ
は
起
用
タ
レ
ン
ト
を
は
じ
め
、
す
べ

て
が
純
粋
な
日
本
企
業
で
す
」。

「
会
員
数
１
５
２
５
万
人
突
破
」
が
躍

る
Ｄ
Ｈ
Ｃ
公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

Ｈ
Ｐ
で
現
在
も
閲
覧
可
能
な
件く
だ
ん
の
文 『ヘイトの楽園』

★
次
号
２
月
号
の
発
行
日
は
１
月
29
日
で
す
。


